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こども計画（仮称）の策定について
１ こどもを取り巻く状況

４ こども計画の策定方針

こどもや子育て当事者の多様な意見を踏まえ、多様な主体と連携・協力し、社会全体でこどもを支える
取組を推進するため、本県のこども施策の取組について定めた「新潟県こども計画（仮称）」を策定する。

２ こども政策推進に向けた国の動き

３ こども政策推進に向けた本県の動き

少子化の進行、人口減少に歯止めがかからない中、令和４年度の児童虐待相談対応件数や不登校児童生徒数

が過去最多となり、令和元年度の子どもの生活実態調査では生活困難層の割合が２割を超えるなど、こどもを
取り巻く状況は深刻である。

また、子育ての負担感や孤立感によるこどもを育てることに対する不安等も増大していることから、こども
に関する取組や政策を強力に進めていくことが急務となっている。

○ こども施策を社会全体で総合的かつ強力に実施していくための包括的な基本法として、
令和５年４月に「こども基本法」を施行

○ 次元の異なる少子化対策の実現に向けて取り組むべき政策強化の基本的方向について、
令和５年12月22日に「こども未来戦略」を閣議決定
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○ こども基本法に基づきこども施策の基本的な方針や重要事項等について、
令和５年12月22日に「こども大綱」を閣議決定※こども大綱を踏まえて都道府県こども計画を策定

○ 本県のこども施策の基本的方向性を示し、こども政策に係る県の取組姿勢等を明らかにするとともに、
県民意識の向上や社会全体の気運醸成を図るため、令和６年４月に「新潟県こども条例」を施行

○ こども施策を総合的かつ計画的に推進するため、「こども計画（仮称）」を策定するための有識者会議を
令和６年５月に設置（第１回：令和６年６月５日）
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こども計画（仮称）の位置づけ

こども基本法に基づく都道府県こども計画

○ こども基本法で、国のこども大綱を勘案し、子ども施策に関する
総合的な計画を策定することが定められた（努力義務）

新潟県子どもの貧困対策推進計画
（現計画期間：令和３年度～令和６年度）

○子どもの貧困対策の推進に関する法律
に基づく計画

上位計画・関連計画

【上位計画】
・新潟県総合計画
【関連計画】
・市町村こども計画
・新潟県健康福祉ビジョン
・新潟県障害者計画
・新潟県教育振興基本計画 等

新潟県こども計画(仮称）

○こども施策を総合的かつ計画的に推進するために「こども条例に基づく計画」と
「こども基本法に基づく都道府県計画」を一体の計画として策定

新潟県こども条例に基づく計画

○ こども施策を総合的かつ計画的に推進
するため、こどもの権利や意見反映、
社会全体でこどもを支える取組などを柱
としたこども施策についての計画を定める。

新潟県子ども・子育て支援計画
（現計画期間：令和２年度～令和６年度）

○こども・子育てに関する施策の推進するための計画
以下の法令等に基づく計画を一体的に策定
・子ども・子育て支援法
・次世代育成支援対策推進法
・子ども・若者育成支援推進法
・その他国方針に基づく計画（母子保健計画）等

○ 国は「自治体こども計画策定のためのガイドライン」を策定

※「少子化社会対策」「子供・若者育成支援」「こどもの貧困対策」に関する大綱を
こども大綱に一本化

既存の関係計画を『新潟県こども計画（仮称）』に一本化

※市町村にも努力義務あり

※国のガイドラインを踏まえて、新潟県ひとり親家庭等支援計画に係る追加を検討中

＜ガイドライン＞
・こども大綱を勘案して「都道府県こども計画」を作成
・既存の各法令に基づく計画と一体のものとして策定することを推奨
・計画策定までのプロセス（検討体制・こども等の意見聴取等）
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こども条例の基本的施策
（柱建てのベース）

１ こどもの権利の尊重・擁護
・こどもの権利に関する理解促進
・権利救済等に向けた支援体制の充実

２ こども等の意見の反映
・こども等からの意見聴取、
フィードバック

３ 社会全体でこどもを支える取組の推進
・子育て世帯への経済的負担の軽減等
・困難な状況にあるこどもへの支援
・社会全体でこどもの健やか成長を応援
する気運醸成

４ 家庭でこどもを支える環境づくり
・家事育児共同参画の促進等

５ 職場で子育てを支える環境づくり
・ワーク・ライフ・バランスの推進

６ 保育・教育でこどもを支える環境づくり
・保育・幼児教育の充実
・教育環境の充実

７ 地域でこどもを支える環境づくり
・こどもの居場所づくりの推進
・妊娠、出産、子育てに関する切れ目ない
支援等
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こども大綱

～ライフステージを通した重要事項～ ～ライフステージ別の重要事項～

１ こども・若者が権利の主体であることの社会全体で
の共有等
・こどもの権利に関する理解促進や人権教育を推進

１ こどもの誕生前から幼児期まで
・妊娠前から妊娠期、出産、幼児期までの切れ目ない
保健・医療の確保
・こどもの誕生前から幼児期までのこどもの成長の保障
と遊びの充実

２ 多様な遊びや体験、活躍できる機会づくり
・地域資源も生かした遊びや体験の機会や場の創出

２ 学童期・思春期
・こどもが安心して過ごし学ぶことのできる質の高い公
公教育の再生等、居場所づくり
・小児医療体制、心身の健康等についての情報提供や
こころのケアの充実、成年年齢を迎える前に必要となる
知識に関する情報提供や教育
・いじめ防止、不登校のこどもへの支援、校則見直し、
体罰・不適切指導防止、高校中退予防・中退後の支援

３ こどもや若者への切れ目ない保健・医療提供
・プレコンセプションケアを含む成育医療の提供等

４ こどもの貧困対策 ３ 青年期
・高等教育の修学支援、高等教育の充実
・就労支援、雇用と経済的基盤の安定のための取組
・結婚を希望する方への支援、結婚に伴う新生活への支援
・悩みや不安を抱える若者等への相談体制の充実

５ 障害児支援・医療的ケア児等への支援

６ 児童虐待防止対策と社会的養護の推進及び
ヤングケアラーへの支援

～子育て当事者への支援に関する重要事項～

１ 子育てや教育に関する経済的負担の軽減
７ こども・若者の自殺対策、
犯罪などからこども・若者を守る取組 ２ 地域子育て支援、家庭教育支援

３ 共働き・共育て、男性の家事・子育て参画促進・拡大

４ ひとり親家庭への支援

こども計画（仮称）の関連項目

新潟県子ども・子育て支援計画

１ 妊娠・出産から子育てまでの切れ目ない支援

２ 幼児教育・保育の充実

３ 地域における子ども・子育て支援の充実

４ 一人一人の個性に応じた、質の高い豊かな教育の推進

５ 特別な援助を必要とする子どもや家庭への支援

６ 子どもにかかわる経済的負担への支援

７ ワーク・ライフ・バランスの推進と若者への就労支援

８ 子どもを安全に安心して育てられる生活環境の整備

新潟県子どもの貧困対策推進計画

１ 子どもに対する支援
・生活支援、教育支援、経済的支援、就労支援

２ 保護者等に対する支援
・生活支援、就労支援、経済的支援

３ 連携・相談支援体制の構築
・学校を窓口とした福祉関係機関等との連携等
・相談支援体制の強化・整備、関係機関・団体の連携推進
・支援に携わる者の資質向上

４ 子どもの貧困の実態を踏まえた対策の推進
・子どもの貧困に関する実態の把握
・情報提供、市町村計画策定に向けた支援
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「こども計画（仮称）」の柱建て

柱建ての考え方

● 「新潟県こども条例」における基本的施策をこども計画の柱建て
のベースとする。

● 条例の基本的施策の項目とこども大綱（こども基本法）及び
既存の各法令に基づく計画の項目を比較整理（別紙参照）

◎ 重複する項目をまとめ、条例の基本的施策で明記していない項目
を追加
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追加項目・重複項目整理表

保健
医療

成長
遊び

公教
育再
生

居場
所

小児
医療

主権
者教
育

いじ
め

不登
校

校則
体罰
等

中退
予防
等

修学
支援

就労
支援

結婚
支援

相談
支援

　理解促進 ○

　権利救済等に向けた支援 ○ ○ ○ ○

意
見

反
映

　意見聴取、フィードバック ○

　子育て世帯への経済的支援 ○

　困難な状況にあるこどもへの支援 ○ ○ ○ ○

　社会全体の気運醸成 ○

家
庭

　家事育児共同参画の促進等 ○

職
場

　ワーク・ライフ・バランス ○

　保育・幼児教育の充実 ○

　教育環境の充実 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　安全・安心なこどもの居場所づくりな
どの推進

○ ○ ○ ○ ○

　妊娠から子育まで切れ目ない支援等 ○ ○ ○ ○

○ ○

家事育
児共同
参画

ひとり
親家庭
支援

まち
づく
り

～ライフステージを通した重要事項～

誕生前から
幼児期障害

児支
援等

社会
的養
護

自殺
犯罪
防止

経済的
支援

学童期・思春期

追加項目

青年期

新
潟
県
こ
ど
も
条
例
（
基
本
的
施
策
）

こ
ど
も
の
権
利

社
会
全
体

保
育
・
教
育

地
域

新潟県こども
条例基本的施策⇔こども大綱

～ライフステージ別の重要事項～

こども基本法（こども大綱）

～子育て当事者への支援に関
する重要事項～

権利
遊び
体験

保健
医療

貧困
対策

地域子
育て
家庭教
育
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追加項目・重複項目整理表

妊娠～子育
て支援

幼児教育
保育

教育・保育
の量の見込
みと確保

地域の子ど
も子育て支
援

教育の推進
特別な援助
が必要な子
ども等

経済的支援
ＷＬＢ
就労支援

安全・安心
生活環境

子どもに対
する支援

保護者等に
対する支援

連携・相談
支援体制

貧困の実態
を踏まえた
対策

　理解促進

　権利救済等に向けた支援

意
見

反
映

　意見聴取、フィードバック

　子育て世帯への経済的支援 ○

　困難な状況にあるこどもへの支援 ○ ○ ○ ○ ○

　社会全体の気運醸成

家
庭

　家事育児共同参画の促進等

職
場

　ワーク・ライフ・バランス ○

　保育・幼児教育の充実 ○ ○

　教育環境の充実 ○

　安全・安心なこどもの居場所づくりな
どの推進

○ ○

　妊娠から子育まで切れ目ない支援等 ○ ○

追加項目

子どもの貧困対策の推進に関する法律
（新潟県子どもの貧困対策推進計画）

新
潟
県
こ
ど
も
条
例
（
基
本
的
施
策
）

こ
ど
も
の
権
利

社
会
全
体

保
育
・
教
育

地
域

新潟県こども
条例基本的施策⇔子ども・子育て支援計画
　　　　　　　　子どもの貧困対策推進計画

子ども・子育て支援法、次世代育成支援対策推進法、子ども・若者育成支援推進法等
（新潟県子ども・子育て支援計画）
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「こども計画（仮称）」の柱建て

こども計画（仮称）

１ こどもの権利の尊重・擁護 ・こどもの権利に関する理解促進
・権利救済等に向けた支援体制の充実

２ こども等の意見の反映
・こども等からの意見聴取、フィードバック

３ 社会全体でこどもを支える取組の推進 ・子育て世帯への経済的負担の軽減等
・困難な状況にあるこどもへの支援
・社会全体でこどもの健やか成長を応援する気運醸成

４ 家庭でこどもを支える環境づくり
・家事育児共同参画の促進等

５ 職場で子育てを支える環境づくり
・ワーク・ライフ・バランスの推進

６ 保育・教育でこどもを支える環境づくり ・保育・幼児教育の充実
・保育・教育の量の見込みと確保方策
・教育環境の充実

７ 地域でこどもを支える環境づくり ・安全・安心なこどもの居場所づくりなどの推進
・妊娠、出産、子育てに関する切れ目ない支援等

８ 若者の希望がかなえられる環境づくり ・就労支援
・結婚を希望する方への支援
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こども等の意見反映について

１ こどもや子育て当事者へのアンケート調査 ※下記調査の他に既存の他調査等も活用

こどもやその保護者の生活実態をはじめとする子育て環境を把握し、より効果的な支援につなげるため、次の

とおりアンケート調査を実施する。

※「令和元年度 新潟県子どもの生活実態調査」(対象：小学５年、中学２年、高校２年、保護者）の後継

（１）調査対象 未就学児の保護者、小学５年、中学２年、高校２年、小中高の保護者、大学生

※抽出調査を予定

（２）回答方法 ＱＲコードを印刷した調査依頼文を配付し、ＷＥＢ入力フォームにより回答

（３）実施時期 令和６年６月以降

（４）調査項目 小学生～高校生（保護者含む）については、経年比較を行うため、

「令和元年度 新潟県子どもの生活実態調査」の内容をベースに質問する予定

未就学児の保護者については、妊娠・出産・子育て環境の意識調査等を行う予定

大学生について、就職、結婚・子育てについての意識調査等を行う予定

○ 新潟県こども計画（仮称）策定のため、小、中、高、大、保護者へのアンケート調査を実施する。
○ こどもの意見を表明する機会及び多様な社会的活動に参画する機会を確保するという、新潟県こども条例の基本理念

に基づき、こどもや子育て当事者への意見聴取を行う。

２ こどもや子育て当事者への意見聴取

こどもやその保護者から県職員が直接意見を聴き、こども施策に反映するため、次のとおり調査を実施する。

（１）調査対象 未就学児の保護者、小学生、中学生、高校生、大学生、企業の従業員等

（２）調査場所 保育所等、学校、企業、こどもの居場所（こども食堂、フリースクール等）

（３）実施時期 令和６年６月以降

（４）調査項目 小学生～高校生（保護者含む）については、こどもの居場所に関する質問を中心に

意見交換を実施する予定

未就学児の保護者については、妊娠・出産・子育て環境に関する意見交換を行う予定

大学生について、小・中・高時代の経験、就職、結婚・子育てについての意見交換を行う予定
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前
回

調
査

項
目

（
R

1
年

度
　

新
潟

県
子

ど
も

の
生

活
実

態
調

査
）

小
５

中
２

高
２

基
本

属
性

基
本

属
性

①
 
性

別
○

○
○

①
回

答
者

の
立

場

１
．

家
庭

生
活

②
世
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全

員
の
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数

(
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)
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と

の
関

係
③

住
ま

い
の

市
町

村

①
家

族
と

の
対

話
○

○
○

④
現

在
の

住
居

の
状

況

②
対

話
の

相
手

○
○

○
１

．
お

子
さ

ん
と

の
関

係
に

つ
い

て

(
2
)
生

活
実

態
(
1
)
あ

な
た

と
お

子
さ

ん
の

関
係

に
つ

い
て

①
平

日
の

放
課

後
を

ど
こ

で
過

ご
す

か
○

○
○

①
あ

な
た

は
、

お
子

さ
ん

と
よ

く
会

話
を

す
る

か

②
休

日
を

ど
こ

で
過

ご
す

か
○

○
○

②
あ

な
た

は
、

お
子

さ
ん

と
十

分
時

間
を

過
ご

し
て

い
る

か

(
3
)
起

床
・

就
寝

時
間

③
お

子
さ

ん
の

教
育

へ
の

関
心

は
あ

る
か

①
平

日
の

起
床

時
間

○
○

○
④

あ
な

た
は

、
お

子
さ

ん
の

将
来

の
夢

を
知

っ
て

い
る

か

②
平

日
の

就
寝

時
間

○
○

○
２

．
お

子
さ

ん
の

こ
と

に
つ

い
て

(
4
)
食

事
に

つ
い

て
(
1
)
お

子
さ

ん
用

の
持

ち
物

の
把

握

①
一

週
間

の
朝

ご
は

ん
回

数
○

○
○

(
2
)
家

庭
で

お
子

さ
ん

に
行

っ
て

い
る

こ
と

の
把

握

②
一

週
間

で
子

ど
も

だ
け

で
食

べ
る

回
数

○
○

○
(
3
)
無

料
の

、
学

習
や

体
験

活
動

の
機

会
が

あ
っ

た
場

合
、

利
用

希
望

の
有

無

２
．

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
（

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
等

の
利

用
実

態
）

(
4
)
ど

の
段

階
ま

で
の

教
育

を
お

子
さ

ん
に

受
け

さ
せ

た
い

か

(
1
)
ス

マ
ホ

等
の

利
用

頻
度

３
．

お
子

さ
ん

が
使

用
す

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

等
に

つ
い

て

①
平

日
の

ゲ
ー

ム
や

ス
マ

ホ
を

使
用

す
る

時
間

○
○

○
(
1
)
付

与
の

状
況

②
休

日
の

ゲ
ー

ム
や

ス
マ

ホ
を

使
用

す
る

時
間

○
○

○
(
2
)
付

与
の

時
期

(
2
)
携

帯
電

話
・

ス
マ

ホ
の

保
有

(
3
)
販

売
業

者
か

ら
の

フ
ィ

ル
タ

リ
ン

グ
に

関
す

る
説

明

①
保

有
状

況
○

○
○

(
4
)
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

の
利

用

②
種

類
○

○
○

(
5
)
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

を
利

用
し

な
い

理
由

③
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

の
利

用
○

○
○

(
6
)
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

を
解

除
し

た
理

由

④
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

の
理

解
○

○
○

(
7
)
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

等
の

使
い

方
の

ル
ー

ル

(
3
)
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

利
用

の
ル

ー
ル

・
ト

ラ
ブ

ル
(
8
)
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

利
用

上
の

ト
ラ

ブ
ル

①
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
使

い
方

の
ル

ー
ル

○
○

○
(
9
)
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

の
理

解

　
　
②

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
使

用
に

お
け

る
ト

ラ
ブ

ル
○

○
○

４
．

公
的

制
度

の
利

用
状

況
に

つ
い

て

３
．

現
在

の
悩

み
事

等
(
1
)
公

的
制

度
を

利
用

し
た

（
ま

た
は

支
援

を
受

け
た

）
経

験
の

有
無

・
認

知
度

(
1
)
悩

み
や

心
配

事
　

５
．

あ
な

た
の

健
康

状
況

や
悩

み
に

つ
い

て

①
ど

ん
な

時
に

楽
し

み
を

感
じ

る
か

○
○

○
(
1
)
あ

な
た

の
健

康
状

態

②
悩

み
事

の
相

談
相

手
○

○
○

(
2
)
悩

み
や

心
配

事
の

内
容

４
．

学
習

に
つ

い
て

(
3
)
困

っ
た

と
き

相
談

で
き

る
人

の
有

無

(
1
)
学

校
の

授
業

(
4
)
そ

の
相

談
相

手
は

誰
か

①
授

業
へ

の
理

解
度

○
○

○
６

．
職

業
・

収
入

等
に

つ
い

て

②
授

業
が

わ
か

ら
な

い
理

由
○

○
○

(1
)お

母
さ

ん
の

就
労

③
勉

強
が

わ
か

ら
な

い
時

教
え

て
も

ら
う

人
○

○
○

①
お

母
さ

ん
の

就
労

状
況

(
2
)
進

路
②

お
母

さ
ん

の
勤

務
形

態

①
進

学
希

望
先

○
○

○
③

お
母

さ
ん

の
普

段
の

帰
宅

時
間

②
進

学
に

関
す

る
不

安
○

○
④

お
母

さ
ん

の
最

終
学

歴

５
．

健
康

状
態

(2
)お

父
さ

ん
の

就
労

(
1
)
健

康
状

態
に

つ
い

て
①

お
父

さ
ん

の
就

労
状

況

①
健

康
状

態
○

○
○

②
お

父
さ

ん
の

勤
務

形
態

②
不

定
愁

訴
○

○
○

③
お

父
さ

ん
の

普
段

の
帰

宅
時

間

６
．

非
行

　
④

お
父

さ
ん

の
最

終
学

歴

(
1
)
喫

煙
・

飲
酒

(
3
)
世

帯
の

手
当

や
公

的
年

金
等

の
支

給
額

①
喫

煙
経

験
○

②
タ

バ
コ

を
ど

う
や

っ
て

手
に

入
れ

た
か

○
７

．
現

在
の

暮
ら

し
等

に
つ

い
て

③
電

子
タ

バ
コ

○
(
1
)
現

在
の

暮
ら

し
の

状
況

④
飲

酒
経

験
○

⑤
酒

類
を

ど
う

や
っ

て
手

に
入

れ
た

か
○

①
食

料
が

買
え

な
か

っ
た

経
験

７
．

夢
・

職
業

観
　

②
衣

類
が

買
え

な
か

っ
た

経
験

(
1
)
将

来
へ

の
希

望
自

由
記

述

①
将

来
の

夢
○

○
○

調
査

項
目

数
（

4
0
）

②
希

望
す

る
職

業
○

○

８
．

意
識

調
査

(
1
)
普

段
の

意
識

や
希

望

①
自

己
肯

定
感

○
○

○

②
施

設
や

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
希

望
○

○
○

自
由

意
見

○
○

○

調
査

項
目

数
2
9

3
1

3
6

調
査

項
目

（
案

）

(
4
)
前

年
の

世
帯

年
収

(
2
)
過

去
１

年
間

の
間

に
、

経
済

的
な

理
由

で
必

要
と

す
る

食
料

や
衣

類
が

買
え

な
か

っ
た

経
験

R
1
年

度
 新

潟
県

子
ど

も
の

生
活

実
態

調
査

（
小

５
、

中
２

、
高

２
）

【
こ

ど
も

】

R
1
　

子
ど

も

調
査

項
目

（
案

）

R
1
 
保

護
者

R
1
年

度
 新

潟
県

子
ど

も
の

生
活

実
態

調
査

【
保

護
者

】

新潟県
テキストボックス
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年

月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

全
体

R６予算
発表

有
識
者
会
議

意
見
聴
取

ア
ン
ケ
ー

ト

パ
ブ
コ
メ

R7年度R6年度R5年度

公表

・調査項目検討

・対面（幼・保、小、中、高、大、特支、企業、こどもの居場所※）

第４回

●
パブコメ
※こどもパブコメも実施

●
こども計画（仮称）検討、施策検討

こども計画（仮称）策定までのスケジュール（案）

● ● ●
第１回 第２回 第３回

◎
素案決定

●

パブコメ対応案

修正案決定

◎

①現状・課題

②主な規定項目

③調査項目、意見交換

ﾊﾟﾌﾞｺﾒ対応案決定①意見聴取結果

②たたき台の提示

計画策定

（R７.４～）
◎

素案の提示

●

(国)こども計画策定

ガイドライン(案)とりまとめ
※パブコメ(4～5月)→上半期公表

◎
フィードバック

(国)こどもまんなか

実行計画策定

●

・WEBアンケート（幼・保、小、中、高、大、保護者）

※こども食堂、フリースクール等

●●

新潟県
テキストボックス
10


